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今
冬
の
鱈
漁
は
や
や
小
漁
の
よ
う
す

で
、
次
第
に
高
級
魚
に
な
っ
て
い
く
よ
う

で
す。鱈
は
鮭
と
と
も
に
か
つ
て
藩
政
時
代
に

は
将
軍
家
へ
の
献
上
品
の
一
つ
で
、
そ
の

初
鱈
は
貴
重
品
と
し
て
特
別
扱
い
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

そ
の
頃
の
鱈
漁
や
献
上

の
様
子
な
ど
を
諸
脅
か
ら
拾
っ
て
み
ま
し

た
。
今
後
、
鱈
に
関
す
る
漁
業
の
歴
史
を

献

上

県宮

将
軍
家
へ
は
五
本
、
各
大
名
、
御
老
中
へ

は
百
三
十
三
本
、
津
軽
江
戸
屋
敷
の
藩
邸

台
所
用
と
し
て
辛
塩
、
甘
塩
、
無
塩
合
計

二
十
本
と
あ
り
ま
す
。
舌
の
肥
え
た
藩
邸

向
け
に
は
塩
鱈
の
他
に
生
鱈
を
届
け
て
い

る
と
乙
ろ
が
面
白
く
思
わ
れ
ま
す
。

献
上
鱈
の
大
き
さ
は
大
き
い
も
の
で
二

尺
、
小
さ
い
も
の
で

一
尺
五
寸
と
い
い
ま

ず
か
ら
並
か
や
や
小
振
り
の
も
の
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
余
り
大
物
を
届
け
で
は
次

の
年
大
鱈
が
取
れ
な
け
れ
ば
面
白
を
失
う

と
い
う
深
慮
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

献
上
の
時
期
な
ど

鱈
の
初
漁
が
あ
る
の
は
、
底
建
網
が
発

達
し
た
現
在
で
も

十
一
月
末
か
ら
十

二
月
初
め
で
す
。

当
時
は
冬
至
以
降

の
産
卵
後
の
タ
ラ

を
対
象
と
し
た
延

縄
漁
が
主
依
で
あ

り
、
産
卵
前
の
早

い
時
期
の
タ
ラ
は

針
に
付
か
な
い
た

め
網
で
取
る
他
な

か
っ
た
の
で
す
。

し
か
も、

浅
い
陸

場
所
で
の
刺
網
漁

で
す
か
ら
冬
至
前

後
と
多
少
遅
か
っ

塩
垣

{憂

連
載
で
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

鱈
献
上
が
始
ま
っ
た
の
は
津
軽
藩
で
は

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
年
、
江
戸
前
期

四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
)
鱈
五
本
と
あ
り

ま
す
。
津
軽
藩
献
上
の
鱈
は
評
判
が
よ
く

年
々
追
加
し
、
貞
亨
三
年

(
一
六
八
六
年
)

に
は
百
十
七
本
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
宝

永
五
年
(
一
七

O
二
年
)
の
百
六
十
三
本

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、

た
で
し
ょ
う
。
と
も
か
く
、
旧
の
正
月
前

に
は
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
、

弘
前
か
ら
江
戸
表
ま
で
は
通
常
の
献
上
品

で
は
三
十
日
ほ
ど
か
け
て
い
ま
す
が
、
鮮

度
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
元
禄
元
年
に
は

早
馬
に
切
り
替
え
、
十
二
乃
至
十
六
日
で

届
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
鱈
は

献
上
が
終
わ
る
ま
で
他
に
販
売
す
る
乙
と

を
厳
し
く
禁
じ
、
鱈
が
揚
が
る
と
町
役
人

を
通
し
て
弘
前
に
送
ら
れ
、
検
分
の
う
え

丁
重
に
箱
詰
め
と
し
、
翌
日
荷
物
奉
行
、

宰
領
、
組
瞥
園
、
足
軽
二
人
が
付
き
添
っ

て
送
っ
た
と
い
い
ま
す
。
初
鱈
の
献
上
は

三
番
ま
で
と
し
、
漁
が
早
い
順
に

一
番
鱈

は
外
ケ
浜
の
平
舘
、
蟹
田
、
二
番
青
森
、

三
番
鯵
ケ
沢
に
命
じ
て
い
ま
す
。

南
部
藩
も
ま
た
競
争
で
鱈
を
献
上
し
て

い
ま
す
。
脇
野
沢
、
佐
弁
で
と
れ
た
も
の

を
運
ぶ
の
に
交
通
の
便
が
悪
く
苦
労
し
た

よ
う
で
す
。
そ
乙
で
奨
励
金
を
与
え
て
鱈

の
確
保
を
し
て
い
ま
す
。

漁

法

江
一戸
期
の
当
時
の
鱈
漁
業
に
つ
い
て
書

き
記
し
た
も
の
と
し
て
唯
一
の
も
の
に
菅

江
民
澄
の
津
軽
の
萄
藍
(
寛
政
十
年
、

一

七
九
八
年
)
が
あ
り
ま
す
。
記
事
の
他
に

鱈
漁
に
関
す
る
図
も
多
数
残
し
て
お
り
、

乙
れ
に
よ
れ
ば
手
漕
ぎ
の
刺
網
漁
で
す
。

陸
奥
湾
で
は
「
脇
野
沢
、
浦
田
、
深
浦

(
茂
浦
)
の
洋
よ
り
は
じ
め
、
西
は
根
岸
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の
浦
、
平
舘
の
な
だ
の
あ
た
り
ま
で
網
な

せ
り
空
寒
き
冬
至
の
頃
よ
り
、
し
の
ぎ

が
た
き
寒
の
な
か
ま
で
の
あ
ぴ
き
な
り

・
.

中
略
。

そ
の
こ
ろ
ほ
い
は
雪
の
い
や
ふ
れ

ば
、
海
も
あ
れ
に
あ
れ
て
け
れ
ど
、
あ
ら

き
潮
迫
に
、
も
も
ふ
ね
、
ち
ふ
ね
、
木
の

葉
の
吹
き
ち
り
た
る
や
う
に
乙
ぎ
み
だ
れ
、

し
ほ
に
ぬ
れ
て
し
み
氷
る
た
も
と
に
雪
の

ふ
り
か
L
り
、
ふ
H
A

き
に
ま
み
れ
、
身
に

冴
え
通
る
あ
ら
汐
の
、
か
ら
き
お
も
ひ
を

お
も
ひ
や
る
べ
し
」
、
と
描
写
し
て
お
り

厳
し
い
冬
海
で
の
鱈
漁
を
憐
れ
み
を
も
っ

て
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

明
治
初
期
の
平
舘
村
石
崎
の
記
録
(
明

治
十
三
年
水
産
漁
扮
法
調
)
に
よ
れ
ば
、

鱈
漁
は
差
網
(
長
四
十
尋
幅
七
尺
)
、
漁

船
(
長
四
聞
幅
六
尺
)
回
線
、
漁
師
二
十

四
人
(
つ
ま
り

一
般
六
人
乗
)
、
漁
場
は

二
塁
十
三
町
神
で
、
十
二
月
十
日
頃
よ
り

翌

一
月
十
日
頃
ま
で
と
あ
る
。
当
時
石
崎

の
人
が
対
岸
の
下
北
牛
滝
管
内
の
焼
山

辺
り
で
刺
網
漁
を
し
て
い
た
乙
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
鱈
の
献
上
が
始
ま
っ
た
の
は

こ
の
頃
か
ら
二
百
年
も
前
の
こ
と
で
す
か

ら
、
そ
の
当
時
の
規
模
の
程
が
思
い
や
ら

れ
ま
す
。

次
回
に
は
、
江
一戸
時
代
に
大
い
に
も
て

は
や
さ
れ
た
新
鱈
が
ど
の
よ
う
に
回
送
さ

れ
、

一
般
庶
民
に
食
べ
ら
れ
た
か
と
い
っ

た
話
題
を
掘
り
起
こ
し
て
み
ま
す
。
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新
庁
舎
魚
類
種
苗

生
産
施
設
の
紹
介

新
庁
舎
建
設
が
順
調
に
進
み
、
今
年
度
中

に
は
全
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。
魚
類
部

で
は
今
年
度
当
初
か
ら
新
施
設
を
用
い
て

ニ
シ
ン
、
ク
ロ
ソ
イ
の
生
産
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
マ
ダ
ラ
の
生
産
の
最
中
で

す
。
い
ず
れ
、
全
体
の
新
施
設
の
紹
介
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
簡
単
に
魚

類
部
関
係
の
施
設
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

魚
類
種
苗
生
産
に
つ
い
て
、
施
設
の
面

か
ら
現
在
ま
で
の
期
聞
は
大
き
く
三
期
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

一
、

セ
ン
タ
ー
設
立
当
初

(
昭
和
四
十
三

i
五
十
六
年
)

当
時
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
対
象
と
し
た
生

産
し
か
計
画
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
の
面

で
魚
類
の
生
産
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
種
苗
生
産
試
験
は
せ
い
ぜ
い

三

0
1
頁
V
規
模
で
の
試
験
に
留
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

二
、
魚
類
種
苗
量
産
実
験
棟
の

増
設

(
昭
和
五
十
七

1
平
成
三
年
度
)

F
R
P円
形

一
0
.M
僧
二
面
、
五
，M
槽

三
面
を
主
力
と
し
た
鉄
骨
二
階
建
の
猫
設

戸園、

戸由民、

魚
類
部
長

塩
垣

{憂

が
増
強
さ
れ
ま
し
た
。
空
調
加
温
可
能
な

餌
斜
生
物
培
養
室
も
併
設
さ
れ
、
以
前
の

施
設
に
比
べ
る
と
格
段
の
充
実
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
は
主
に
ヒ
ラ
メ
、

ク
ロ
ソ
イ
、
マ
ダ
一フ
の
種
苗
量
産
実
験
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

三

、

新

庁

舎
(
平
成
四
年
度

i
)

い
わ
ば
第
三
世
代
の
新
施
設
で
す
。
そ

の
規
模
は
旧
胤
設
の

F
R
P
円
形
槽
を
全

て
移
転
し
て
活
用
し
、
さ
ら
に
新
た
に
F

R
P
三
O
M
僧
三
面
を
増
設
。
こ
れ
に
親

魚
棟
も
併
設
し
て
全
く
面
白
を
一
新
し
ま

し
た
(
三

O
、
二
O
、

一
O
M
コ
ン
ク
リ
ー

ト
槽
計
六
面
)
。
間
育
実
験
棟
前
商
の
屋

外
に
は
餌
斜
倍
養
槽
(
一

O
M
六
商
)
お

よ
び
中
間
育
成
槽
(
一
五
J
m
六
面
)
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
槽
が
並
ん
で
い
ま
す
。

魚
類
飼
育
実
験
棟
の
新
設
備
の
中
で
特

に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
飼
育
水
を
オ

ゾ
ン

・
紫
外
線
殺
菌
灯
に
よ
り
無
菌
海
水

と
し、

魚
病
の
発
生
を
抑
え
て
飼
育
管
理

宇
佐
行
う
装
置
で
、
新
し
い
武
器
と
な
り
そ

う
で
す
。

ノ園、

以
上
簡
単
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
は
諸
作
業
を
行
う
に
際
し
て

効
率
が
悪
く
、
研
究
員
の
苦
労
も
大
変
な

も
の
で
し
た
が
、
今
度
は
ボ
タ
ン
操
作

一
つ
で
済
む
等
労
力
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
装
備
も
同
様

に
大
き
な
武
器
と
な
り
ま
し
た。

こ
の
よ
う
に
、
恵
ま
れ
た
新
施
設
を
フ

ル
に
活
用
し
切

っ
て
成
果
を
上
げ
る
よ
う

部
員

一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ワ
ビ
ラ
ー
パ
の

出
現
状
況
に
つ
い
て

青
森
県
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量

は
、
昭
和
四

一
年
か
ら
五
八
年
ま
で
は

λδ
ト
ン
台
以
上
を
維
持
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
九
年
以
降
、
五
O
t
九

0

ト
ン
台
と
半
減
し
、
更
に
平
成
二
年
に
は

二
五
ト
ン
と
過
去
最
低
に
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。一
方
、
ア
ワ
ビ
の
資
源
増
大
を
目
指
し
、

昭
和
五
八
年
か
ら
毎
年
一

O
O万
個
以
上

の
人
工
種
苗
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

漁
獲
量
が
期
待
し
た
ほ
ど
増
え
て
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
乙
れ
は
本
県
に
限
ら
ず
全
国

的
傾
向
で
、
特
に
東
北
、
北
海
道
で
顕
著

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ア
ワ
ビ
の
生
態
面
の
研
究

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
国
の
主
導
で
、

「
ア
ワ
ビ
再
生
産
機
構
の
解
明
に
関
す
る

研
究
」
が
平
成
三
年
度
か
ら
始
ま
り
、

青
森
県
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
秋
田
県
の

--、、

員
類
部
主
任
研
究
員

高
博

山
内

四
道
県
が
共
同
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

本
県
で
は
そ
の

一
環
と
し
て
、
ア
ワ
ビ

一フ
l
パ
調
査
を
風
間
浦
村
易
国
間
地
先
と

平
内
町
茂
浦
地
先
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
易
国
間
地
先
は
、
ア
ワ
ビ
資
源
が

多
く
、
餌
制
環
境
が
良
好
な
所
、
茂
浦
地

先
は
ア
ワ
ビ
資
源
が
少
な
く
、
餌
粉
環
境

が
貧
弱
な
所
と
し
て
調
査
場
所
を
選
定
し

ま
し
た
。

調
査
は
、
時
期
別
の
ア
ワ
ビ
一フ
l
パ
の

出
現
状
耐
を
把
握
す
る
た
め
、
北
原
式
定

量
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
に
よ
る
海
底
か

ら
海
面
ま
で
の
霊
直
曳
二
回
連
続
採
集
を

週
一
回
行
い
ま
し
た
。
調
査
点
は
易
国
間

で
二
一
点
、
茂
浦
で
七
点
で
、
調
査
期
間

は
易
国
間
で
平
成
=一
年
七
月
十
六
日
か
ら

十
一
月
一
一
十
日
ま
で
の
計
二
O
回
、
茂
浦
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で
は
平
成
三
年
八
月
六
日
か
ら
十

一
月
七

日
ま
で
の
計
一
二
回
行
い
ま
し
た
。

易
国
間
地
先
に
お
け
る
波
浪
階
級
と

ラ
1
パ
出
現
数
を
図
1
に
一
示
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
時
他
と
ア
ワ
ビ
の
産
卵
の
関
係

を
み
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

一フ
1

パ
の
出
現
は
、

八
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
ピ
l
ク
は
八
月

二
十
日
の
一
一

・
五
個
/
M
で
し
た
。

波
浪
と
ラ
1
パ
出
現
の
明
確
な
関
係
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た。

個/ t _ 
o 7 

5ノミ

10出
現
15数

3需泊《言回安言可く吉岡《言回妥言回這知《喜岡<s:司《予.，Qi喜岡<s:同需主同

5 

4

2

 

波

浪

階

級

6 

戸，

-、、

ま
た
、
図
2
は
母
貝
の
成
熟
度
指
数
の

月
別
変
伯
を
図
示
し
た
も
の
で
す
。
成
熟

度
指
数
は
図
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
ワ
ロ

と
呼
ば
れ
る
部
分
の
先
端
か
ら

一
仰
の
部

位
で
切
断
し
、

全
体
の
直
径
に
対
す
る
生

殖
巣
の
厚
み
の
割
合
を
百
分
率
で
表
し
た

も
の
で
す
。
図
2
を
み
る
と
、
そ
の
指
数

は
、
水
温
の
低
下
と
と
も
に
八
月
下
旬
か

ら
十
月
下
旬
に
か
け
て
低
下
し
て
お
り
、

こ
の
時
期
が
ア
ワ
ビ
の
産
卵
期
間
と
推
定

す
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
ラ
l
パ

11 8 

波浪階級及びラーパ出現数(易国間)

10 

15温

20水

10 

9 
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成
熟
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指
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-、、

出
現
の
ピ
1
ク
と
は
若
干
の
ず
れ
が
生
じ

ま
し
た。

次
に
、
茂
浦
で
の
調
査
で
す
が
、
波
浪

階
級
と
ラ
1
パ
出
現
数
を
図
4
に
一示
し
ま

し
た
。
ラ
l
パ
は
八
、
九
、
十
月
に
出
現

し
ま
し
た
が
、
そ
の
ピ

l
ク
は
昨
年
九
月

二
十
八
日
の
台
風

一
九
号
(
波
浪
階
級
六
)

の
三
日
後
の
十
月
一
日
に
五
・
七
個
/
M

と
、
も
っ
と
も
多
い
出
現
数
と
な
り
、
あ

た
か
も
波
浪
強
度
と
関
係
の
あ
る
よ
う
に

み
え
ま
す
が
、
ア
ワ
ビ
ラ
l
パ
の
出
現
回

e' =肝臓
e-e' 

G. 1 =ーマー x1併
アワビ生殖腺成熟度
指数計測部位

図3
11 (月)10 9 8 7 

10 

。

個/tラ
o I 
F、
5 
出

現
数

成熟度指数の月別変化図2

戸、
数
と
出
現
数
が
少
な
い
た
め
に
、

一
慨
に

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
乙
れ
は
、

北
海
道
、
岩
手
県
、
秋
田
県
で
も
同
じ
悩

み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
易
国
聞
と
茂
浦
と
い
う
餌
剃
環

境
及
び
ア
ワ
ビ
資
源
量
の
違
い
に
よ
る

一フ
l
パ
の
出
現
量
に
も
、
数
が
全
俸
に
少

な
い
た
め
、
明
確
な
差
が
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

乙
の
調
査
を
担
当
し
て
み
て
、
と
に
か

く
、
ア
ワ
ビ
ラ
l
パ
の
数
の
少
な
い
こ
と

-ラーパ調査日

• • • • • 
6 

月'i
 

10 

波浪階級及びラーパ出現数(茂浦)

9 8 

図4

7 

に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ア
ワ
ビ
ラ
l
パ

に
似
た
他
の
巻
貝
(
写
真
)
の
ラ
l
パ
が
、

乙
の
時
期
は
非
常
に
多
く
、
ま
さ
に
砂
の

中
か
ら
砂
金
を
探
す
よ
う
な
心
境
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
五
年
間
行

い
、
他
の
田
原
境
要
因
と
の
関
連
も
並
行
し

て
調
査
し
、
ま
た
、
親
貝
の
生
態
に
関
す

る
研
究
や
、
着
底
稚
貝
の
減
耗
要
因
に
関

す
る
研
究
も
併
せ
て
調
査
し
て
ゆ
き
ま
す

の
で
、
関
係
す
る
皆
様
の
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

巻貝のラーパ(矢印だけ戸ワピ)
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マ
、
タ
ラ
量
産
技
術
の

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
で
は
陸
奥
湾
の
冬
場
の
間
取

も
重
要
な
資
源
で
あ
る
マ
ダ
ラ
の
増
殖
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
種
苗
生
産
研
究

を
昭
和
五
四
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し
た
。

以
来
、
今
年
で
十
三
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
用
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
い
ま

一
歩

前
進
が
見
ら
れ
ず
、
毎
年
残
念
な
成
績
に

終
始
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度

は
新
た
に
導
入
し
た

L
型
シ
オ
ツ
ボ
ワ
ム

シ
(
ワ
ム
シ
と
略
す
)
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
全
長
七

t
八
棚
(
飼
育
二
O
日
)
サ

イ
ズ
ま
で
の
成
長
、
生
残
率
と
も
に
良
好

な
成
績
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

さ
ら
に
よ
い
成
果
を
得
る
た
め
の
試
験
計

画
を
立
案
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

一
、
小
型
水
槽
で
の
飼
育
試
験

こ
れ
迄
の
ワ
ム
シ
の
餌
割
強
他
試
験
で

全
長
八
mm

位
い
ま
で
の
初
期
減
耗
は
抑
制

可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
ア

ル
テ
ミ
ア
、
配
合
以
降
で
、
投
餌
時
期
や

強
他
方
法
に
依
然
と
し
て
問
題
が
残
っ
て

青森県水産増殖センターだより第62号

魚
類
部
技
師

中
西

麗
義

い
ま
す
。
そ
乙
で
飼
育
後
半
の
減
耗
を
抑

え
る
た
め
、
全
長
三

O
m
(飼
育
七

O
日
)

サ
イ
ズ
を
目
標
に
、
ア
ル
テ
ミ
ア
の
栄
養

強
伯
方
法
と
配
合
飼
斜
の
投
餌
時
期
と

種
類
を
変
え
て
飼
育
試
験
を
行
い
ま
す
。

(表

1
)

二
、
大
型
水
槽
で
の
量
産
試
験

と
れ
迄
の
大
型
水
槽
で
の
量
産
飼
育
で

は
、
全
長
一

o
m(飼
育
四

O
臼
)
サ
イ

ズ
前
後
か
ら
生
物
餌
粉
(
ア
ル
テ
ミ
ア
)

単
狙
投
餌
の
弊
害
が
観
察
さ
れ
、
そ
れ

以
降
に
、
大
き
な
減
耗
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
乙
で
ア
ル
テ
ミ
ア
の
栄
養
強
他
を
飼
育

試
験
と
並
行
し
な
が
ら
、
飼
育
後
半
の

減
耗
を
抑
え
る
た
め
、
全
長
七
棚

(
飼
育

二
O
日
)
か
ら
配
合
飼
斜
を
主
依
に
し
、

生
物
餌
制
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
全
長

二一

O
m
(飼
育
七

O
日
)
サ
イ
ズ
一

O
万

尾
を
生
産
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

..-.. 

，-、、

小型水槽での飼育試験計画

区分 ワムシの強化 アノレテミアの強iイヒ 配合飼料種類別給餌 試験期間 使用水槽 収容尾数開始時期 (mm) (日) (卜ン) (尾)

1 アクアフン エスタ -85 K社 7mm 70 1.0 10，000 
2 アクアラン エスタ ー85 K社 10担問 70 1.0 10，000 
3 アクアラン エスター85 R社 7m;租 70 1.0 10，000 
4 アクアラン エスター85 R社 10担問 70 1.0 10，000 
5 アクアラン スーノ号ーカプセノレ R社 7m加 70 1.0 10，000 

6 アクアラン
エスタ ー85

R社
[ノ、ィドロビット 7mm 70 1.0 10，000 

7 アクアラン スーノ宅一アノレテ ミア R社 7 mm 70 1.0 10，000 
8 アクアラン アクアラン R社 7mm 70 1.0 10，000 

表 1

，.-...， 
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大型水槽での量産試験計画表2

配合飼料種類

R社
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アノレテミアの強iイヒ
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ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
と

増
殖
に
つ
い
て

青森県水産増殖センターだより第62号

一

、

は

じ

め

に

平
成
二
年
の
我
が
国
海
面
に
お
け
る
、

養
殖
を
含
め
た
二
枚
貝
の
生
産
量
を
み
る

と
、
第
一
位
ホ
タ
テ
ガ
イ
四
二
二
千
ト
ン
、

第
二
位
カ
キ
二
四
九
千
ト
ン
、
第
三
位

ア
サ
リ
類
七
一
千
ト
ン
、
第
四
位
モ
ガ
イ

一
七
千
ト
ン
、
第
五
位
ホ
ッ
キ
ガ
イ
八
千

ト
ン
、
第
六
位
ハ
マ
グ
リ
類
二
千
ト
ン
と

な
っ
て
お
り
、
貝
類
全
体
の
生
産
量
八
六

O
千
ト
ン
の
七
八
%
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
カ

キ
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
(
農
水
省
、

漁
業
養
殖
業
生
産
統
計
年
報
に
よ
る
。
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
と
カ
キ
が
こ
れ
だ
け
多
く

生
産
さ
れ
る
の
は
、
天
然
採
苗
に
よ
り
種

苗
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
乙
の
種
苗
宇
佐

基
に
中
間
育
成
技
術
、
養
殖
技
術
、
資
源

添
加
技
術
が
確
立
し
、
養
殖
を
含
め
た
栽
活

漁
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
二
種
類
以
外
の

二
枚
貝
は
、
種
苗
の
安
定
生
産
が
難
し
い

た
め
に
裁
倍
漁
業
へ
の
展
開
が
遅
れ
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
天
然
の
資
源
変
動
に

委
ね
た
生
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
三
年
度
、
国
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
や

5 ~当時信言回這吉岡￡言同d主同信言回〈吉岡逗言回《言回 d言回 CG同妥言回肴吉岡

貝
類
部
主
任
研
究
員

高
林

信
雄

カ
キ
に
続
く
二
枚
貝
の
栽
箔
漁
業
を
展
開

す
る
前
段
と
し
て
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
、
イ
タ

ヤ
ガ
イ
、
ト
リ
ガ
イ
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
種
苗

生
産
、
中
間
育
成
、
資
源
添
加
の
技
術
開
発

を
目
的
と
し
た
地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発

事
業
(
二
枚
貝
グ
ル
ー
プ
)
を
五
ヶ
年
計
画

で
開
始
し
ま
し
た
。
本
県
は
、
太
平
洋

南
部
沿
岸
で
漁
獲
さ
れ
、
貝
類
と
し
て
は

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
続
く
漁
獲
量
の
ホ
ッ
キ
ガ

イ
を
対
象
種
と
し
て
、
宮
城
県
、
福
島
県

と
と
も
に
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
、
茨
城
県
が
加
わ
り
、

現
在
は
一
道
四
県
が
ホ
ッ
キ
ガ
イ
を
対
象

種
と
し
て
本
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
事
業
の
最
終
年
度
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
き
た
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
、
中
間

育
成
、
資
源
添
加
の
各
試
験
の
概
要
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
総
括
し
て
み
ま
し
た
。

二
、
種
苗
生
産

五
月
上
旬

t
六
月
上
旬
に
三
沢
沖
で
採

捕
し
た
成
熟
母
貝
を
温
度
刺
激
(
約
一

O

℃
↓
一
八
℃
)
に
よ
り
産
卵
さ
せ
、
受
精
、

ふ
他
後
、
浮
遊
幼
生
(
約
一

o
o
m)

戸、、

を
、
培
養
し
た
浮
遊
珪
療
を
餌
粉
と
し
て

与
え
な
が
ら
、
一
五

t
二
O
臼
問
、
約
二

六

o
mの
出
着
幼
生
に
な
る
ま
で
水
僧
で

飼
育
し
ま
す
。
今
年
度
は
四
、
一
二
三
六
万

個
の
浮
遊
幼
生
を
収
容
し
一

、
三
五
一

万

個
の
詑
着
幼
生
を
回
収
し
て
、
回
収
率
は

=二

・
二
%
と
な
り
ま
し
た
。

約
二
六

O
仰
に
成
長
し
た
幼
生
は
水
底

に
沈
着
す
る
の
で
、
砂
床
宇
佐
施
し
た
水
槽

に
移
し
変
え
、
浮
遊
珪
漠
宇
伊
与
え
な
が
ら
、

殻
長
約
二
仰
に
な
る
ま
で
約
二
カ
月
間
飼

育
し
ま
す
。
今
年
度
は
五
六
一
万
個
の
沈

着
幼
生
を
収
容
し
殻
長
二
仰
以
上
の
稚
貝

五
六
万
個
を
回
収
し
て
、
回
収
率
は
九

・

九
%
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
中
間
育
成

中
間
育
成
の
方
法
に
は
大
き
く
分
け
て

海
中
飼
育
と
陸
上
飼
育
の
二
通
り
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
海
中
飼
育
は
砂
を
敷
い
た

タ
ラ
イ
僚
の
容
器
に
稚
貝
宇
佐
入
れ
て
、
こ

れ
を
筏
か
ら
海
中
に
吊
り
下
げ
る
方
式
で

す
。
陸
上
飼
育
は
砂
を
敷
い
た
コ
ン
テ
ナ

僚
の
容
器
に
稚
貝
を
入
れ
て
、
乙
れ
を
陸

上
に
並
べ
、
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
た
海
水

を
注
ぎ
込
む
方
式
で
す
。
中
間
育
成
の
場

合
、
餌
制
は
与
え
ず
、
海
水
中
に
含
ま
れ

る
天
然
餌
判
明
に
よ
っ
て
成
長
さ
せ
ま
す
。

成
長
は
水
温
や
餌
斜
環
境
等
に
も
よ
り
ま

す
が
、
約
二
仰
で
育
成
開
始
し
た
稚
貝
が

一一

t
三
ヶ
月
で
約
一

o
mに
な
り
ま
す
。

，圃h、
今
年
度
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
海
中

飼
育
四
三
、
五
O
O個
、
ま
た
当
セ
ン

タ
ー
と
三
沢
、
八
戸
に
お
い
て
陸
上
飼
育

一一一

九
、
二

n
C個
、
計
二
六
二
、
七
O
O

個
を
中
間
育
成
し
て
お
り
、
平
成
五
年

一
月
に
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
が
、
昨
年

度
の
実
績
二
万
個
を
超
え
る
回
収
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

四
、
資
源
添
加

中
間
育
成
で
得
ら
れ
た
約

一
O
棚
の
稚
貝

を
、
ア
ル
ザ
リ
ン
レ
ッ
ド
に
よ
り
染
色
し
て

標
識
と
し
、
こ
れ
を
三
沢
押
に
放
流
し
て

成
長
、
生
残
等
を
追
跡
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
平
成
五
年
一
月
に
放
流
及
び

調
査
を
行
う
予
定
で
す
が
、
平
成
四
年

一
月
の
調
査
で
は
、
平
成
元
年
に
三
沢
漁

港
に
放
流
し
た
人
工
種
苗
が
、
放
流
区
画

一
M
当
た
り
四
三
個
生
残
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
、
今
後
の
課
題

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
栽
培
漁
業
を
展
開
す
る

に
あ
た
っ
て
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
に
、

種
苗
生
産
時
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
低
減
他

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
餌
剃
と

な
る
浮
遊
珪
漠
等
の
埼
養
に
関
す
る
問
題
と

言
い
替
え
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

安
定
的
に
量
産
す
る
た
め
に
は
餌
制
の
培

養
量
を
確
保
す
る
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
、

最
終
的
に
種
苗
の
数
と
生
産
コ
ス
ト
を
決

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
の
餌
斜

培
養
は
非
常
に
技
術
的
に
手
数
の
か
か
る

方
法
で
行
わ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
ホ
ッ

キ
ガ
イ
種
苗
生
産
の
コ
ス
ト
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
い
か
に
簡
便

E
安
価
に

(
H
コ
ス
ト
ダ
ワ
ン
を
図
っ
て
)

安
定
的
な
餌
斜
倍
養
を
行
う
か
が
、
今
後
、

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
栽
倍
漁
業
を
展
開
し
て
ゆ

く
う
え
で
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

長

叫

成

伽

長殻

ホッキガイの種苗生産と増殖のフロー

4-5年

l浮遊珪藻類など;浮遊珪藻煩など'天然の餌料

片!↓ jj27日14-ln 
Mr' '" 15-20日'" .!&Jll:， '" ，-~" ， 
輔→j傍→@-01→錨漁場で成長
浮董ゐ生 点着手具 、 殻長2棚 殺長I伽m
(l∞ミク ロン)\"-'^' ミ~ ~./) 
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五
年
の
歳
月
、
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産

ヒ
ラ
メ
に
つ
づ
く
栽
沼
漁
業
伯
を
め
ざ
す

魚
種
と
し
て
、
ク
ロ
ソ
イ
が
選
定
さ
れ
た

の
は
昭
和
六
十
三
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、

今
年
で
早
く
も
五
年
目
を
む
か
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ク
ロ
ソ
イ
は
フ
サ
カ
サ
ゴ
糾
メ
パ
ル
属

の
魚
で
、
主
に
北
日
本
の
沿
岸
に
見
ら
れ
、

岩
礁
践
の
根
付
魚
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ク
ロ
ソ
イ
は
、
成
長
す
る

に
従
い
生
活
践
を
深
い
方
向
に
移
し
て
、

成
魚
(
雄
で
二
年
魚
以
上
、
雌
で
三
年
魚

以
上
)
の
段
階
で
は
水
深
二
一

o
t一
0
0

机
の
岩
礁
域
で
生
活
し
ま
す
。
ま
た
、

成
長
が
阜
く
、
む
つ
湾
で
は
二
年
で
三

o

m
、
五
年
で
四
一

m
に
成
長
し
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
根
付
魚
で
大
き

く
移
動
し
な
い
乙
と
、
成
長
が
阜
い
こ
と

に
加
え
高
級
魚
で
す
か
ら
、
ク
ロ
ソ
イ
の

種
苗
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
と
、
栽
培

漁
業
種
と
し
て
極
め
て
有
望
視
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
、
本
年
度
の
種
苗
生
産
試
験

結
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

青森県水産増殖センターだより第62号

魚
類
部
技
師

泉
田

哲
志

一
、
親
魚
と
産
出

昭
和
六
十
二
年
に
、
親
魚
(
当
時
四

t

五
歳
魚
主
依
)
を
福
島
県
の
協
力
を
得
て

二
百
七
十
八
尾
を
当
セ
ン
タ
ー
前
の
海
面

網
生
貨
に
搬
入
し
ま
し
た
。
餌
と
し
て
、

鮮
度
の
よ
い
冷
凍
イ
カ
ナ
ゴ
に
ビ
タ
ミ
ン

A
と
町
を
主
体
に
し
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
剤

を
強
佑
し
、

一
日
一
回
夕
刻
に
与
え
ま
し

た
。
乙
の
中
か
ら
産
出
間
近
と
思
わ
れ
る

雌
親
魚
二
十
尾
ほ
ど
を
選
別
し、

陸
上
の

一
M
産
出
用
水
槽
に
収
容
し
、

ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
よ
う
に
暗
幕
で
水
槽
の
周
り

を
覆
い
ま
し
た
。

産
出
は
五
月
一
日
か
ら
五
月
二
十
一
日

ま
で
あ
り
、
そ
の
問
、

一
一
十
尾
の
親
魚
か

ら
約
四
百
六
十
万
尾
の
仔
魚
の
産
出
を

み
ま
し
た
。

二
、
飼
育
水
槽

三

O
M
円
型

F
R
P
水
僧
三
面
と
、

一
C
M
円
型

F
R
P水
槽
二
酉
を
用
い
て

四
回
次
に
わ
た
っ
て
飼
育
を
行
い
ま
し
た
。

三
、
種
苗
生
産
結
果

各
生
産
回
次
に
お
け
る
種
苗
生
産
結
果

は
表
1
の
と
お
り
で
し
た
。
ま
た
、
稚
魚

，ー、

.-、

の
成
長
の
経
過
を
図

l
に
一
示
し
ま
し
た
。

各
生
産
回
次
の
平
均
生
残
率
は
五
五

・
五

%
(
範
囲
三

0
・
九
t
九
四

・
七
%
)
で
、

ζ
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
績
に
比
べ

て
よ
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
五
年

間
で
ど
の
よ
う
に
技
術
的
に
変
っ
た
か
を

述
べ
て
み
ま
す
。

四
、
鍵
を
に
ぎ
る
餌

仔
魚
や
稚
魚
に
与
え
る
餌
は
ま
さ
し
く

種
苗
生
産
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

仔
魚
が
成
長
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
与
え

る
餌
の
種
類
を
変
え
て
い
く
そ
の
内
容
を

餌
斜
系
列
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
ヒ
ラ
メ

の
種
苗
生
産
を
例
に
あ
げ
る
と
シ
オ
ミ
ズ

ツ
ボ
ワ
ム
シ
↓
ア
ル
テ
ミ
ア
幼
牛
↓
配
合

飼
判
明
と
単
純
な
飼
粉
系
列
で
好
成
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
飼
斜
系
列
を
表

2
に
示
し
ま

し
た
。

二
年
前
と
出
べ
て
変
っ
た
点
は
、

ワ
ム
シ
か
ら
配
合
飼
判
明
へ
の
切
替
が
短
縮

さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
ま
た
、
十
日
目

以
降
に
見
ら
れ
る
鍔
死
の
大
部
分
が
、

使用親魚 雌 8~9 歳魚 20尾

生 産 回 次 2 3 4 

収 廿，守~
月 日 5/8 5/10 5/13 5/14 

収容尾数(千尾) l∞ 360 340 150 

収容時全長 (mm) 6.96 7.12 6.60 6.86 

飼育水槽 (711) 10 30 30 10 

収容密度(尾/ぽ) 10，α旧日 12，α)() ll，∞o 15，000 
飼育水温('0 1 1. ~18. 0 1 2 . 中~16 . 5 1 2 . 5~1 6 . 7 12.0~1 8. 3 

取揚げ月日 6/16 6/18 6/18 6/19 

取揚げ尾数(千尾) 95 155 l(あ 80 

取揚げ時全長 (mm) 25.0 27.7 23.8 26.6 

宣司 育 日 数 40 39 35 36 

生 残 率(%) 94.7 43.2 30.9 53.3 

種苗生産結果表 1

戸闘、

戸園、、

栄
養
不
足
に
よ
る
も
の
、
さ
ら
に
こ
れ
に

伴
う
免
疫
能
力
の
低
下
に
よ
る
こ
と
も

判
明
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
乙
の
時
期
は

ア
ル
テ
ミ
ア
の
幼
生
を
餌
と
し
て
与
え
て

い
る
乙
と
か
ら
、
乙
の
ア
ル
テ
ミ
ア
幼
生

の
栄
養
強
他
が
極
め
て
重
要
な
要
因
と

な
る
乙
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

玉
、
省
力
化
に
む
け
て

種
苗
生
産
に
あ
た
っ
て
は
省
力
他
は

大
き
な
問
題
で
す
が
、
兵
庫
県
水
産
試
験

場
(
平
成
四
年
)
で
は
、
ワ
ム
シ
を
ま
っ

40 

30 

全

15 20 25 

産出後経過日数(日)

図1 各種苗生産目次におけるクロソイ稚魚の成長

(ー-・:ぬ 1， !3---EI・No.2， .ー..:No. 3 ， 令~: No.4) 

35 30 10 5 

25 

20 

15 

10 
(mm) 

長
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た
く
使
用
し
な
い
で
ク
ロ
ソ
イ
の
生
産
が

可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
将

来
的
に
は
餌
剃
系
列
の
簡
略
他
が
省
力
伯

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ム
シ
を
使
用
し
な
い
と
な
れ
ば
、
餌

粉
系
列
は
、
ア
ル
テ
ミ
ア
幼
牛
+
魚
卵
↓

配
合
餌
剃
と
短
縮
さ
れ
て
ゆ
き
、
さ
ら
に

は
、
ヒ
ラ
メ
卵
(
魚
卵
)
も
省
い
て
配
合

餌
粉
で
の
飼
育
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
省

力
他
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

7<$.喜岡《主同建吉岡《主回d言回逗言同需主回逗言回~<$.言回<JÇ;同《言回<JÇ;同

平成4年度餌料系列表2

昨
春
は
旧
施
設
を
取
り
捜
し
、

三
月

末
か
ら
新
施
設
の
使
用
を
開
始
し
た
と
と

も
あ
り
、
ワ
ム
シ
矯
養
が
不
調
と
な
っ
た

た
め
、
ワ
ム
シ
の
投
与
を
ほ
ん
の
数
日
だ

け
行
い
、
早
期
に
ア
ル
テ
ミ
ア
に
切
替
え

ま
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
良
い
成
績
が

得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
省
力
伯

に
む
け
て
の
試
験
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

60 50 40 

平成 2年度餌料系列

日令9 19 29 3，0 

平
野

貝
類
部
で
は
、
実
験
室
の
透
明
ア
ク
リ

ル
水
槽
で
、
ア
ワ
ビ
(
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
)
や

魚
類
、
ナ
マ
コ
な
ど
を
生
態
観
祭
の
た
め

飼
育
し
て
い
ま
す
。

十
月
の
あ
る
日
、
水
槽
の
外
か
ら
内
側

に
張
り
付
い
た
ア
ワ
ビ
を
見
る
と
、
足
の

フ
サ
ギ
ン
ポ
に
よ
る

ア
ワ
ビ
の
食
害
に
つ
い
て

員
類
部
長

生産回次 餌料種類 日令0 10 20 30 40 総投餌量
ワムシ 2.80億個

1 
7/1/テミ 7 19.25億個
魚 qs 27.65kg 
配合餌料 11.∞kg 
ワムシ 0.85億個

2 
アノレテミア 16.60億個
魚 qs 24.40kg 
配合餌料 7.50kg 

ワムシ 1.7併意個

3 
アノレテミア 13.80億個
魚 qs 14.80kg 
配合餌料 7.∞kg 
ワムシ 0.35億個

4 
アノレテミア 13.80億個
魚 qs 12.25kg 
配合餌料 6.70kg 

忠

戸ワピの傷(矢田〉

フサギンポの歯(矢印〉 容疑者のフサギンポ
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閃
の
一
部
が
大
き
く
欠
落
し
て
い
る
の
に

気
付
き
ま
し
た
(
写
真
)
。
他
の
ア
ワ
ビ

も
よ
く
観
察
す
る
と
、
何
個
体
か
に
同
様

の
欠
落
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
、
足
の
前
側

の
部
分
に
多
い
よ
う
で
し
た
。
乙
の
欠
落

は
、
鋭
い
刃
物
で
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な

傷
で
あ
る
乙
と
が
分
り
、
他
の
動
物
に
噛

み
切
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た。

水
槽
の
中
で
乙
の
よ
う
な
傷
を
付
け
る

可
能
性
の
あ
る
も
の
を
探
す
と
、
フ
サ
ギ

ン
ポ
(
写
真
)
に
一
番
の
容
疑
が
か
か
り

ま
し
た
。
乙
の
フ
サ
ギ
ン
ポ
は
、
体
長
約

二
五

m
で
、
日
中
は
い
つ
も
塩
ど
管
の
中

に
隠
れ
て
い
ま
す
。

ア
ワ
ビ
を
食
害
す
る
動
物
と
し
て
は
、

タ
コ
類
、
ヒ
ト
デ
類
、
カ
ニ
類
の
ほ
か
、

様
々
な
魚
類
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ギ
ン
ポ

・

ガ
ジ
類
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一方
、
天
然
の
フ
サ
ギ
ン
ポ
の
食
性
を

調
べ
た
研
究
で
は
、
ワ
ミ
ク
シ
、
カ
イ
メ

ン
、
ナ
マ
コ
を
食
べ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
サ
ギ
ン
ポ
の
歯
は
、

上
下
と
も

一
枚
に
癒
合
し
て
ノ
ミ
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
(
写
真
)
、
固
い
物
を

噛
み
砕
く
と
い
う
よ
り
、
柔
か
い
動
物
の

肉
を
噛
み
切
る
の
に
適
し
た
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ア
ワ
ビ
は
普
段
は
水
糟
の
壁
面
に
ぴ
っ

た
り
と
貼
り
付
い
て
い
ま
す
が
、
餌
の
コ

ン
ブ
を
入
れ
て
や
る
と
、
足
の
前
部
だ
け

青森県水産増殖センターだよ り第62号

を
コ
ン
ブ
に
伸
ば
し
て
乙
れ
を
と
ら
え
、

口
で
モ
グ
モ
グ
と
食
べ
て
い
ま
す
。

乙
乙
か
ら
は
推
測
で
す
が
、
日
中
隠
れ

て
い
た
フ
サ
ギ
ン
ポ
が
夜
に
な
る
と
出
て

き
て
、
夜
行
性
の
ア
ワ
ビ
が
盛
ん
に
コ
ン

ブ
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
ガ
ブ
リ
と

や
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

フ
サ
ギ
ン
ポ
が
ナ
マ
コ
を
食
べ
る
と
い

う
報
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
意
深
く
見

て
も
水
槽
内
の
ナ
マ
コ
が
被
害
を
受
け
た

形
跡
は
な
く
、
ナ
マ
コ
よ
り
も
お
い
し
い

ア
ワ
ビ
を
好
む
と
は
、
グ
ル
メ
な
魚
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
ア
ワ
ビ
の
増
殖
を
進
め
る
上
で

ヒ
ン
ト
に
な
る
事
例
と
思
わ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
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センターだよりは、今までやや堅い話が多かった

ので、今回はパズルを企画しました。答えはすべて

県内に生息する員の名前で埋めてください。正解は

次号で。(出題 :平野)
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戸園、

-E恒i(í)~~"E1ヨ
①北方型のアワビです。

① ツO:.XJ。砂にもぐる掘足類の細長い貝です。

ほら、牛の頭についてるの。

① これとツフとは巻貝の絵嚇ですが、乙の名前を持つ

貝もちゃんといるんです。

③ 00ソガイ。オデンのネタになる串ツプです。籍
でとり、煮ると粘液を出すのでベロップともいわれ

ます。

① 0000イ。潮間帯の砂中にアサリなどと共にい
る二枚貝。真丸なのでζの名あり。ちょっとむずか

しい?

@岩礁の潮間帯にいて、カキやフジツボを食べる黒っ

ぽい巻貝。人の顔にできると皮膚科でとってもらう

ものな~んだ。

⑬エゾ000ゲガイ。陸奥湾にいる潜砂性二枚貝。
トリガイといわれてますが、本当のトリカcイは全く

別物。

軍直面厩:iE~・

①太平洋一帯や陸奥湾にいる二枚貝。アオヤギの代用

として高値。

② 00ガイ。陸奥湾の深い泥場にいますが、最近数が
減ってます。刺身が美味。

① cxxコヵーイ。太平洋にいる二枚貝で、地元ではソノミ
モチガイ。美の女神からこの名が。

④ cxxコギ。暖海性で大きくなる二枚貝ですが、なん
と津軽息峡にもいるのです。貝柱が食用になります。

⑦ ムラサキ00イ。付着汚損生物ですが、ヨーロッノ号
ではムーノレ貝として人気あり。

③ アカカごイに似てますが、ややズングリ型。サノレボウ

ともいいます。

⑮ ゥCわナ。砂浜にいる細長い巻貝。
⑫ ヒメエソ守00。モッブ、カタツブともいってます。
⑬ 00ガイ。太平洋にいるハマク。リ』こ似た二枚貝で、
標準和名はコタマカcイ。

戸画、、


